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国際医療貢献フォーラム

　2013年12月14目、AMDAは、岡山県と共催

で「国際医療員猷フォーラム」を公開催しました。

自治体、大学、医療機関、NPO/NGO、企業の５

つの部門に分かれ、それぞれの立場から各団体が

取り組んでいる国際貢献事業や人材育成事業などについての収り組みが発表さ

れました。いずれの報告からも、次世代を担う人材育成が今後の国際医療貢献

を考える上での大きなテーマになることを再認識した人盛況の会となりました。

新春の挨拶を申しあげます

　　　　　　　　AMDAｸﾞﾙｰﾌﾟ代表　菅波

　AMDAゲループは1984年に設立、

本年で30年を迎えます｡AMDAグルー

プとして、30年間の活動の実績を基

盤とした「世界平和パートナーシップ

構想」の実現が次の５年間の目標です。

口平和構築､２）生活向上､３）教育､４）

健康の４分野についてAMDAゲルー

プを中心に国連、政府、自治体、大学、

企業､公益団体､NGO/NPOとのネッ

トワークの拡充です。例えば、平和構

築に関しては難民や災害被災者救援を

目的とした「アジア相互扶助緊急救援

ネットワーク」を昨年４月に発足させ

ました。昨年11月に発生したフィリ

ピン台風30号被災者救援活動では、

このネットワーク参加メンバーの相互

協力により、多くの被災者を助けるこ

とができました。本年の３月８田こは

フィリピン台風30号復興支援国際会

議をマニラで、４月には国内にて開催

予定です。

茂

　上記の４分野の活動の更なる推進

のために東南アジア、南西アジア、中

央アジアそしてイスラム社会における

ネットワークとプロジェクト強化のため

に４月からマレーシアの首都クアラル

ンプールにAMDA地域統括事務所を正

式に開設予定です。

　次回代のグローバル人材育成。「款え

る命があればどこまでも」のスローガ

ンのもとに形成言れた人脈と集積され

た智慧を還元できればと考えています。

敦育て学ぶ知識は経験によって智慧に

昇華します。 AMDAは豊富な経験の

陽を提供することができます。今まで

AMDAの活動を支えていただいたこと

に対する感謝の表現です。東日本大震

災復興支援活動第一次３ケ年計画も順

調に実施されています。引き続き、第

二次東日本大震災復興支援計画も予定

しています。それと同時に、南海トラフ

に対応したネットワーク形成も確実に

進めています。

　憂いなければ備えなしです。東日

本人災の被災者の方々が南海トラフ

の時には必ず助けに行きますと。有り

がたい言葉です。

　なお、私白身はAMDA地域統括事

務所の立ち上げのために３年間ほど

クアラルンプールを中心として活動を

します。成潭貴子理事・事務局長が

昨年の11月より認定特定非営利活動

法人アムダの新理事長として岡山本

部を中心として統括しています。「世

界平和パートナーシップ構想」と新し

い人事体制にご理解とご支援をよろ

しくお願い申し上げます。

写真左から　菅波代表、成渾理事長

就任の挨拶を申しあげます　　認定特定非営利活動法人アムダ:AMDA理事長　成渾　貴子

　11月１目付で、苛波理事長の後任

として理事長に就任いたしました。現

在のAMDAかおるのは、岡山県内外の

多くの御支援者、そして1000人を超

える国内外の派遣者の、温かい善意と

汗があってこそと感謝しております。

2006年に国連経済社会理事会から総

合協議資格を世界で137番目、目本

のNPO法人で初めて得ることができ

ました。この資格を申請するための実

務や国連での審査対応は大きな努力を

要するむのですが、私たちは偶々本部

の職員として在籍したむのであって、こ

れまで閲わってくださった内外の多くの

方々の温かいお気持ちと努力の結晶と

思っております。

　この説重な「国連総合協議資格」を、

困難な状況にある人々の喜びに資する

活動、ひいては平和に資する提言を

発信していく場として活用する責務を

もったと考えます。

　容易でない時代を支えることになる

若い世代に、力強く生きる力を善う実

践教育の場として、国内外のプロジェ

クトサイトを活用していただくこと

が、創立30年を迎えるAMDAの果

たす役割の柱の一つと考えておりま

す。各分野の諸先輩、ご支援者皆様

のご指導とご鞭穏を賜りますようお願

い申し上げます。

　一匹戸ﾌﾞ痢/D －/4がZ刮夕半－ﾌﾞｿレ　20伺ｊ



　被災地医療機関支援として、AMDAで

は宮城県南三陸町の公立志津川病院およ

び南三陸診療所に対して、春季、夏季、

冬季の地元医療スタッフが長期休暇を取

る時期に、スタッフの方々の負担を軽減す

べく、2011年から医療ボランティアを派

遣しています。

　今回は、３年目の冬季派遣として、12

月23日から１月６日までの期間に、医師

３名、看護師２名の計５名を派遣しました。

【冬季医療派遣者プロフィール】

公立志津川病院にて職員の方々と一緒に

　　写真前左から森下医師、菅波医師

今井聡子（いまいさとこ）：看護師／大阪府在住（12 / 23 ～12 / 29）

吉廣優子（よしひろゆうこ）：医師／埼玉県在住（12 / 26 ～12 / 30）

山河城春（やまかわしろはる）：看護師／埼玉県在住（12 / 28 ～1/5）

菅波茂（すがなみしげる）：医師／クアラルンプール在住（12 / 31 ～1/2）

森下克也（もりしたかつや）：医師／東京都在住（１／１～１／４）

　AMDAの活動をご支援くださっている音楽家の方々が、音楽を通じた支援として

被災他を訪れ、被災他の方々のためにチャリティーコンサート実施してくださいま

した。

久保陽子と岡山の仲間たちin雄勝＆牡鹿

　雄勝町で行われたﾁｬﾘﾃｨｺﾝｻｰﾄの様子

　2013年９月22目から24口の期間に、

ヴァイオリニストの久保陽子氏を筆頭

にソプラノ歌手の佐々木英代氏、ピア

ニストの荒木渉氏、メゾソプラノ歌手

の平田八千代氏、チェリストの三前文

彰氏が宮城県石巻市雄勝町、牡鹿を訪

れクラッシックの名曲を演奏してくださ

いました。演奏会の会場となったのは

「特別養護老人ホーム　雄心苑」「特別

養護老人ホームおしか清心苑」「オーリ

ンクハウス」「大須老人憩いの宗」。

　雄勝町内だけでなく、石巻中心部か

らも御来場していただき､多くの方々が、

心温まる素時らしい音楽に涙していま

した。

　「最高の音楽を雄勝で聴けて感激!!」

「73年間生きてきた中で、一番幸せな

日たった」「夢のような時間でした」

など来られた方皆さんからコメントを

－yyﾌづ押－/扶瓜4ｼﾞｬｰナル　20伺ｊ

頂きました。

　いずれも、20名～30名の小さな演

泰介ばかりでしたが、地元の方々と心

の通じ合う演奏介になりました。

声楽・バイオリン・ピアノによる

演奏会in大槌・釜石

　2013年10月４日から６日の期間に、

声楽家の中谷和子氏、ヴァイオリニス

トの入江祥文氏、ピアニストの西牧尚

子氏によるファミリーコンサートが岩手

県大槌町、岩手県釜石市で開催されま

した。

　岡山から岩手へ心を音にのせてとい

うメッセージとともに岩手県立釜石病

院、特別養護老人ホーム［らふたあヒ

ルズ］、カトリック釜石教会を会場に開

催しました。

　クラッシックの名曲だけでなく童謡な

ども演奏され、重症の方が多い施設で

も、皆さん歌を目ずさんだり、体を動

かしてリズムをとるなど、生演奏の迫

力を堪能されていました。中には歌い

ながら涙ぐむ方もいらっしやいました。

　来場者の方からは［ふるさとを歌っ

ていて両親を思いだしました］「認加佐

の患者さんたちも普段はぼんやりして

いるのに、今日は目がキラキラしていま

　大槌町で行われたで行われたﾁｬﾘﾃｨｺﾝｻｰﾄの様子

した」などの感想を頂きました。

　また演奏家の方々からは「参加者の

方も楽しんでくださって、とてもいい演

奏会になりましたＵ「皆様にこんなに喜

んでいただけよかったです｡」等のコメ

ントを頂きました。

　普段言葉には出仕ない感情を表現す

る手段として音楽は矢か仕ないと改め

て感じる会となりました。

　なお、入江・西牧夫妻は2001年の

アフガニスタン難民支援以来、チャリ

ティーコンサートを続けておられ、今

年11月24日にはオルガホールでチャ

リティーコンサートを開催され、収益

をAMDA東日本復興支援にご寄付くだ

さいました。



　９月５日から11月29日までの問、

全12回の日程で、宮城県石巻市雄勝

町のオーリンクハウスを会場に、雄勝

町公民館主催で「フライパンでつくる

天然酵母パン教室講師養成講座」が開

催され、８人が受講し、修了を迎えま

した。最終日には実技試験として、イ

ングリッシュマフィンとピザを焼きまし

た。受講生の方からは、「この講義に参

加してとてもよかった、自分の生活が

少し変わりました」「講師をやってみた

い」「地元でこんなに素敵なパン教室に

通えるなんて夢のようでした。地元に

残って頑張っている方とも交流するこ

　　　自分の作品を手に､参加者のみなさん

とができてうれしかったです｡｣｢震災後、

公園に仮設住宅が建ち、子どもたちが

遊ぶ場所がなくなった石巻で、親子で

できるパン教室を開きたい。この講座

で世代を超えて一緒に学べたことがう

れしかった｡｣など、参加できたことへ

　東日本大震災で被災した地域の将来医療従事者を目指す学生

を対象に奨学金の支給を「AMDA東日本大震災国際奨学金」と

して、2011年度から実施しています。

　対象校は、岩手県立釜石高等学校、岩手県立釜石商工高等学

校、岩手県立大槌高等学校、岩手県立大船渡高等学校、宮城県

立志津川高等学校､宮城県気仙沼高等学校､仙台医健専門学校、

「小児科医」という夢に向かって

宮城県立気仙沼高等学校１年女子

　私は小児科医を目指しています。その

動機は、東日本大震災を目の当たりにし、

命の尊さに直面したからです。あの恐ろ

しさの最中、まず心配したのが家族の安

否です。「４つになる弟はどんな思いをし

ているのか？」いろいろな思いを巡らし

ても、全く情報が入ってこない状態でし

た。後で叔母だけが津波にのまれ、帰ら

ぬ人となってしまったことを知りました。

　津波は誰かれかまわず多くの命を奪い

ました｡その後､弟は「津波ごっこ」と称し、

「津波がきたぁ。逃げろー｡」と遊ぶよう

になりました。しばらくするとなくなりま

したが、幼い子供がこんな遊びをするこ

とに対し、違和感を感じたことが、いま

だに印象に残っています。そのとき、弟

だけではなく、幼い子どもたちを医学的

にも精神的にも守っていきたいと思いま

した。そのためには、勉強を頑張りたい

と思っています。小児科は、外科や内科

のようにいろいろな分野に分かれておら

ず、総合的な能力が必要であると、調べ

ていて分かりました。部活動があり、帰

宅時間が遅い毎日ですが、時間を有効に

使い計画的に学習を進めていきたいと思

います。また、子どもの気持ちが分かる

の感謝とパン作りで得た喜びを話して

くださいました。

　本講座は、AMDA大槌健康サポート

センターでも開催され、すでに卒業生

の方が講師として活躍されています。

そこで、「大槌の方だちともパン作りを

通して交流したい」などの意見も出て、

被災他聞がつながっていく可能性も見

えてきた講座となりました。

　講師としてご協力くださった梶晶子

先生も「大槌、雄勝での講座を通じて、

パン作りが与えてくれる可能性を改め

て教えてもらいました｡」とお話しくだ

さいました。

東北朝鮮初中級学校の８校とし、各学校長の推薦を受けて選定

された学生を対象に月額15､000円（年額180､000円）の支給

を行っています｡これまでに３年間でのべ253人が受給しました。

未だに支援が必要な学生もいることから、2014年以降も奨学金

の支給を予定しております。引き続き、皆様のご支援をよろしく

お願いいたします。以下に奨学生からの手紙を紹介します。

医師になりたいです｡心理的なこともしっ

かり学び、信頼される医師を目指します。

これは決して簡単なことではありません。

でも、諦めず、これから生きていく小さ

な命を守り、明るい希望に満ちた子ども

たちに成長させることができるよう、一

生懸命努力し、頑張りたいと思います。

｢看護師を目指して｣

宮城県立志津川高等学校３年女子

　私の将来の夢は、看護師になることで

す。きっかけは、東日本大震災の時の医

師や看護師が、一生懸命治療やサポート

をしている姿を見て、とても憧れをもっ

たからです。また、人を笑顔にできる性

質だとも思いました。そして、多くの国

から医療の支援をいただき、とても款わ

れました。私は、本当に嬉しく感じ、将

来は日本だけでなく、外国でも看護師と

して働きたいと考えています。そして、

多くの人を笑顔にして、少しでも恩返し

ができればと思いました。

　そのために、より多くの知識を得る必

要があると考え、大学進学を目指してい

ます。しかし、私の家は震災で母の職業

が変わり、以前より家計が苦しくなりま

した。大学へ進学するには、かなりの費

用が必要となるため、無事に卒業して看

講師になれるか不安な状態です。進学し

卒業できたら、患者さんの支えとなれる

ような看護師に、必ずなることを約束い

たします。

｢理学療法士になること｣

宮城県立志津川高等学校１年女子

　理学療法士になること。これは小学問

年生の時からの夢です。テレビを見てい

てこの職業を知りました。患者さんが笑

顔になってくれると嬉しいと言っていま

した。それから私はこの夢を持ち始めま

した。私は、人を助け笑顔になってもら

う事が好きで、この仕事も人を笑顔にす

ることができると思い、私は理学療法士

になりたいと思いました。ただ理学療法

士になるだけではなく、南三陸町にある

病院で働くというのが夢です。私は南三

陸町民のキラキラした笑顔が大好きで

す。この仕事を通してもっと南三陸町の

人のキラキラした笑顔を見られたらいい

なと思っています。一人でも多くの患者

さんに笑顔になってもらえるような立派

な理学療法士になりたいと思っています。

sogo・匈o-ﾉWZMジターナル2014.1
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第１次ミッション　ボホール島

マリボホック　11/11-13

　ボホール島は、10月15田こ発生し

たマゲニチュードフ｡1の地震で甚大な

被害が発生し、震災後も余震が続い

ており、テントで雨風をしのぐ避難生

活を送る住民が多数いる状態でした。

AMDAでは、地震後の緊急支援活動を

実施したことから、台風による被害が

広がっていることを懸念し、最初の活

動地としてボホール昌での活動を開始

しました｡幸いなことにボホール島では、

台風の直接的被害は少なかったものの、

ほとんどの学校が地震や台風のため屋

外での授業を余儀なくされており、ス

トレスを抱える子どもたちも出てきてい

ました。そこで、マリボホック市内のプ

レスクールと小学生たち約2､850大に

対し、ノートや鉛筆、ベン、クレヨンの

文房具の配布を実施しました。

　文具を受け取る子ども'たち(ホポール島)

sogo’匈G･一一j.ﾙﾀﾞz2zlジやー.ﾂﾞ‘基ぶﾌ｣は７
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　2013年最大級の勢力を持つ台風30号（ヨランダ:

Yolanda）が、2013年11月８口、フィリピン南部の島々に

上陸しました。この台風による被害としては､死者6､183人、

行方不明者1､785人、負傷者28､626人。被災者は約1607

万人、約342万世帯。家屋の被害は114万作を越えていま

す。（フィリピン国家災害対策本部2014年１月８目発表）

　この状況を受けて

AMDAでは、緊急医

療支援活動の実施を

決定｡11月10日には、

第１次として日本か

ら医療スタッフを派

遣しました。現地の

状況を鑑み、支援の

必要性が高いことか

ら、次いでAMDA支
高潮に襲われた町（パナイ島）

部にも呼びかけ、20回年12月末までに、８か国、のべ25

人のスタッフを被災地に派遣し、マニラを拠点にしながら５

つの島で医療支援活動を中心とした様々な活動を日本医師

会、フィリピン医師会、フィリピン軍、PRRM（現地NGO）

の協力を得ながら実施することができました。

　いまだ支援のニーズがあることから今後も、支援活動を

継続する予定です。

第２次ミッション　ネグロス島

カディスほか　11/16

　ネゲロス鳥は、島内のほとんどの地

域で、停電が続いており、物資の供給

もストップしていることから物の価格も

上がっていました。しかしながら、空港

や港が機能していることから、さまざま

な団体や政府からの支援物資が届いて

おり、水や食料などは行きわたってい

る様子が見られたことから、ネゲロス鳥

への現段階での支援活動は見送り、視

察にとどめました。

　第３次ミッション　パナイ島
i

カルレスほか　11/17-21

　パナイ島の北東部の地域は、ネグロ

ス島の地域よりも明らかに被害が大き

く、停電も続いている状況がみられま

した。医療支援は入っておらず、体調

を崩している人が多く、支援物資のニー

ズも高かったことから、カルレス町カビ

ラオベキュノ地区、サンジョニッショ町

スア地区で巡回診療を行い、のべ265

人の診察を行いました。上気道感染、

頭痛などの痛みを訴える方や、高血圧

の患者が多くみられました。またカルレ

ス町カビラオ・グランデ地区とサンジョ

ニッショ町スア地区では、300世帯に

対して衛生用品などの支援物資の配布

を行いました。

ﾒﾝﾀﾙﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑで絵を描く子どもたち(ﾊﾟﾅｲ島)

　さらに、子どもたちへのメンタルプロ

ゲラムとして絵を描くことを通じて、体

験した恐怖などを表出させるセラピー

を実施することができました。

　第４次ミッション　レイテ島
|

オルモック～タクロバン　11/17-21

　レイテ島のオルモック北部カナンガ

町からタクロバン近郊のモヨガ町など、

移勤しながらニーズの多い地域で巡回

診療を実施しました。台風の影響で医

療機関がほとんど機能していないこと

から、多くの患者が詰めかけ、受診待

ちの列が途切れることはありませんで

した。３か所で、のべ約460人の診療

を実施。呼吸器の症状ほか外傷や皮膚

疾患、下痢などが多く見られました。ま

た特徴的なものとして、長篠や枯れ木

類が片付けのためにあちこちで燃やさ

れている焚き火による子供の火傷も目

立ちました。またシラミが流行していま

した。



朧
朧
－

第５次ミッション　レイテ島

パランポン周辺　11/26-28

　パランポン町長の要望により医療支

援の必要な町内のサンピードロ地区、

カンコスメ地区、カンビノイ地区で巡

回医療支援活動を実施しました。上気

道感染症、高血圧、下痢、不眠などの

症状が多く、のべ740人の診療を行い

ました。また地元のヘルスセンターに

薬の寄贈を行いました。

朧
朧
－

カンビノイ地区での巡回診療の様子（レイテ島）

第６次ミッション　レイテ島

タクロバン近郊　11/27

　タクロバン市の中心部は支援が集中

しているため、タクロバン郊外、南部

の町での支援活動を実施。パロ町、ダ

ラン町で支援物資を配布し、トロッサ

町サンロケ地区は巡回診療を実施しま

した。 202人の受診者数のうち77人が

子供。栄養不足を訴える人が多くいま

した。また、台風前に大腿部からの下

肢切断を受けた女性も、台風の影響で

医師不在のため抜糸が出来ず、総感染

も起こしており、抜糸と剖洗浄を実施

しました。

巡回診療に詰めかけた人々の行列（レイテ島）

隠
顕
－

第７次ミッション　サマール島

ヘルナーニほか　11/28-30

　タクロバン市を出発して、サマール

島へ陸路で移動。沿岸部を通ってボロ

ンガン市を目指しました。途中のサント

ニーニョ町、バセイ町、ヘルナーニ町、

マラブ町､キナパンダン町などで､トラッ

ク３台分の支援物資の配布を実施しま

した。被災後、初めての支援という地

域も多く、トラックが止まると、多くの

住民が集まってきました。さらにボロン

ガン市では、巡回医療支援活動を実施

し、約150人を診察しました。さらに

復路でも、往路と同様に物資支援の配

布を実施しました。

圖
皿
－

第８次ミッション　レイテ島

カナンガほか　12/5-7

第４次ミッションで訪問した地域へ

のフォローアップを兼ねて、フィリピン

で最大の祝日であるクリスマスに向け

た物資支援を実施しました。子どもた

ちへは文具やお菓子、さらに地区単位

で、バスケットボールとゴールを寄贈

しました。

　被災後の町でも子どもたちの笑顔は明るい(ﾚｲﾃ島)

　　第９次ミッション　ボホール島
i

マリボホック　12/8-10

　第８次ミッションと同様に、フォロー

アップを兼ねて、フィリピンで員大の

祝日であるクリスマスに向けた物資支

援を実施しました。マリボホック町内

の21校の小学校にはそれぞれ、バレー

ボールロ固とセパタクローのボール１

個を、小学６年生以下の学童や園児に

は、お菓子を詰め合わせたクリスマス

AMDAの医療支援活動に参加したフィ∇リピンの看護師からのメッセージ‥

　こんにちは。私はレイテ島とサマール島での医療支援活動に参加させていただい

た看護師です。台風被害から立ち直ろうとする私たちの国の被災者のために献身的

な医療保健支援を実施してくださっているAMDAに深い敬意を表します。また今回

参加した支援活動や、AMDAのホームベージを通じて、AMDAの提唱している「相

互扶助」の理念1こ共感しました。今回、AMDAが私たちの国の被災者のためにして

くださったことは､ﾚ私たちの心に深く刻みこまれています。近い将来必ず、今度は

私たちが「相互扶助」の精神で､恩返ししたいと恩います。心からの感謝をこめて…

プレゼントを約3､300人分用意し、手

渡すことができました。

朧
朧
－

第10次ミッション　パナイ島

エスタンシアほか　12/13-16

カピス町近くの集落とエスタンシア町

で巡回診療を行いました。地元のボラ

ンティア医療スタッフなども参加してく

ださり、のべ1089人を診察することが

できました。患者からは、多くの感謝

の言葉が寄せられました。また食糧支

援物資として、お米や缶詰などを袋詰

めしたものを270世帯に配布しました。

さらに、316人の子どもたちへのミニ

クリスマスプレゼントを手渡すこともで

きました。

　多くの患者が詰めかけた巡回診療の様子(ﾊﾟﾅｲ島)

　　第11次ミッション　サマール島
|

バセイほか　12/21-24

レイテ島オルモック市、サマール島バ

セイ町、マラブット町で巡回医療支援

活動を実施し、のべ584人を診察する

ことができました。また訪問診療も実

施することがでぎました。さらに、車駕

な外傷を員う患者をタクロバン市内の

病院へ搬送し、経過についてもフォロー

を行っています。

圖
■

活動を共にした医療チームスタッフで（サマール島）

第12次ミッション　12/20-24

　ソーラーライト（Kopemik寄贈）を３

つの隠で配布しました。サマール島ギ

ポロス町ギゴサ地区では96個、セブ島

サンタフエ市の３地区（オコイ地区バ

リドビド地区、バリカバン地区）で215

個、パナイ島カリノゲ町バタート地区

で108個の計419個を配布しました。

　一万印どﾌ’拘/D一沌びZ刈ｼﾞｬｰｵﾙﾊﾌﾉｾﾞ.y
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ヤ‥yﾌﾟ身=Fﾘyﾋﾟ=ソ医師会'からj感謝状言

よ①フオシリピ=ン医師会から、今回のj緊:=

………急医療支援活動に対して√日本医師

大会とAMDAに対して感謝状を頂きま

'した。福山医師会から=医師１名、看∧

つ護師:1〕名がAMDAのスタッフとして､゜……

国境を越え

て繁急医療

支援活動

づにあたった

初めでの例

レと=なりまし

=た。

朧
朧

　2013年12月15目、岡山県和気町にある旧人同宗住宅（国指定重要文化財）

を会場に「グローバル人材育成と教育を考える～AMDA国際会議in人同家住宅」

が開催されました。

　自治体、教育機関、学生、NGOな

ど様々な立場の方が参加し、グロー

バルに活躍するこれからの人材育

成在り方や学生によるボランティア

活動などについての意見が交わさ

れました。

　また最後にAMSA（アジア医学

生連絡協議会）とAMDAによる連

携協定の調印式も行われました。

　多くの眼科医師が参加した検眼セミナーの様子

論から重要性の啓発まで、討論をしな

がら、様々なアプローチを学びました。

　また、日に異常のある子どもの検査

を実際にもこない、実習形式での研修

もあり、大変充実したセミナーとなりま

した。来年庖も是非行ってほしいとモ

ンゴル眼科協会からの要望が寄せられ、

今後も継続を予定しています。

宗牧者による合同慰宵祭を、そして災

害被災者には医療支援を実施すること

を通じて、平和の追及を行う、宗牧者

ボランティアとＡＭＤＡの合同事業で

す。モンゴルでの開催は６回目となり

ます。第１回よりご協力をいただいて

いる宗教法人大本に加え、本年は日蓮

宗がご参加くださいました。

参加者立ち会いの下行われた調印式の様子

　イベント・会議開催のおしらせ

３月２日

ＡＭＤＡ東日本大震災復興支援

被災地間相互交流フォーラム

被災地の仮設商店街や地域のリーダーの

方が岡山で一堂に会し、復興期において

の協力体制や今後について考えます。

【日時】

2014年３月２日（日）13:30～

【会場】

岡山国際交流センター会議室１

３月23日

ＡＭＤＡ東日本大震災復興支援

第３回絆コンサート＆フォーラム

高校生、大学生を中心に音楽とシンポジ

ウムの２部構成で、被災地の復興や支援

のあり方を考えます。

【日時】

2014年３月23日（日）i7 : 00 ～

【会場】

ォルガホール

４月26日　　　　　犬

フ4･リピン台風30号復興支援会議

～南海トラフ地震にそなえて～

フィリピン台風30号の緊急医療支援の

活動報告と今後の復興支援について、今

後起こりうる南海トラフ地震を想定して

考えます。

【日時】

2014年４月26日（土）13 : 30 ～

【会場】

福山市生涯学習プラザ中会議室

參《蔵か匈か昌a嘸剔s喩営嚇宦し免1＝善一謝HL,宦官。

株式会社山田養蜂場様
岡山大学国際医療勉強会様１ＬＯＨＡ 岡山市立伊島小学校様

　Qrf¥k'allqf.4一戸rlcizliax
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翌霊光∠痙t

｜モンゴル検眼技術向上セミナー開催

　岡山県国際貢献ローカル・トゥ・ロー

カル技術移転事業として、モンゴル眼

科協会協力のﾄﾞ、川崎医療福祉大学医

療技術学部感覚矯正学科視能矯正専攻

高縮裕子教授のセミナーが、昨年度に

引き続きモンゴル、ウランバートル市

で、子供の弱視治療と眼科健診の必要

性をテーマに９月８日から13日まで

開催されました。本年は、視能訓練土

の守田好江先生にもご協力をいただき

ました。

　モンゴルでは、人目の1/3が18歳

以下の青少年であることから、子ども

の健康と教育を考え、AMDAは2010

年から検眼技術向上のセミナーを眼科

医対象に毎年継続して行っています。

　連日、モンゴルの眼科医師ら約30

名が、治療や眼科健診について、方法

魂と医療のプログラム（ASMP）モンゴル仏教総本山ガンダン寺で開催

多くの眼科医師が参加した検眼セミナーの様子

　2013年９月12目、魂と医療の

プログラム（ASMP : AMDA Sou1 ＆

Medidne Program）がモンゴル仏教総

本山であるガンダン寺で行われました。

ＡＳＭＰとは、戦没者と近年の自然災害

犠牲者に対して、宗派、宗教を超えた

一痢卯･句心一礼泣剖ゾャーナルユフバゾ
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